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要　約

　本研究 はデジ タル 著作権管理 シ ス テ ム （DRMS ）に お ける制度的ア ブ ロ ーチ と し て ，特

に情報技術 （IT）の 発展に 伴 うバ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ータ （PC）を対象 と した私的録 当輔 償金

制度に つ い て議論す る。最初に DRMS フ レ ーム ワ ーク ，そ して PCの 機能分類 ，　 PCに よ る

複製技術 ，DRM 技術 （著作権保護技術）、私的録 音補償金制度 と共通 R 的事業 の 現状 を

示す 、 さらに ，PC を対 象と した私的録音補償金方式の 検討 と総額試算 ，著作物 ラ イ フ サ

イ ク ル を考慮 し た共通 凵的事業の 拡張案 に つ い て述 べ る。

　PCは メ デ ィ ァ 変換 ・再牛機能 ，ス ト レージ機能 ，ネ ッ トワ
ーク機能 を持つ

． 汎用 デ ジ

タ ル 複製機器で あるPC を対象に した私的録音補償金 に お い て ，ス ト レージ機能の 範囲の

制度化 は妥当で ある。PC の ス トレ
ージ機能を対象に した私的録音補償金制度は ，完成 品

PC とCD −R／RW ドラ イブが対象機器 ，　 CD −R／RW が対象媒体 とな る、、　 PC を対象機器 と し た

私的録音補償金制度 の 拡張 の 際に補償金総額か ら支出 され る共通 目的事業範囲も拡大 し

え る と い う考 え 方を示 し た 。こ れ は ，著作権利 者 ・著作隣接権利者 が著作物 ラ イ フ ライ

ク ル に関連す る説 明責任 を担 う こ と が 著作権利者 ・隣接権利者の 利益 に もつ な が り．文

化 の 発展に寄与 し え る と い う考え方 の 提案 で あ る．最 後 に DRMS フ レ ーム ワ
ーク に お け

る技術方式 ・市場方式 ・制度 方式 の 視点 か ら私的補償金制度 に つ い て の 評価お よび施 行

に おけ る検討事項 を述 べ た、，
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Abstract

This puper ur.ll.ue$ the institutional approach  for Digital Rights  Mana.E.' ement  System  (DRMS)  such  as

tL                                                            tt

 Remuneration  for Audio  Home  Recording  for PC cPersonal Computef) followed the deve]opment ul' IT

(Tn[brmation Technology).  Firsl, uuthor  describes the  DRDvtS  framework,  rhe  functional analysis  of  PC,  DRM

technolos,y  for cop)'ri.esht protection, and  the 
"Remuneration

 for AudLo  Home  Recording  and  the 
"Common

               tl , /t

Interest Activities . Second, author  performs the  feasib"it>, analysis  of  Remuneration for Audio  Home
              et

Recording [br PC  and  estimtues  the teta] revenue  of  it. rn addition,  tlie uuthor  proposes the extended  common

interest activities  to support  the tota[ Life cycie  of copyrig.hted  goods,

PC  has the main  functiens such  tts inedia  transformation,  storage  and  networking.  In rhe functions of  PC  as  the

                                                                         ti

generat-purpose digital eopy  machine.  the storage  function shou]d  be Lhe subject  ureu  of  Remuneration for
                         7t

Audio Hotne Reeording for PC  . So, the PC  product und  CD-RIRirv' drive wuuld  be subject  egulpment  nnd  CD-

RIRW  would  be a subject  media  at 
"Remuneration

 for Audio  Home  Recerding  for PC".  And.  the subject  area  of

common  interest aetix,ity  should  be tt[so  extended  fur the  support  or  totaNii'c c},cl ¢  o(' copyrighted  goods  Irom the

cradle  to the grave.

 Finally. in the view  of  techno]ogical  methodlmarket  methodlinstituLionat  mcthod  on  the DRptCS  I'rumework,

author  evaluates  the 
'`Rcmuncration

 for Audio  Home  Recerding  fer PC"  and  investigates the ma"ers  regarding

the enfercement  oi' it.
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デ ジ タ ル 著作権管理 シ ス テ ム （DRMS ｝に お け る制度的 ア ブ ロ ーチ の 研究

1e は じめ に ：問題点の所在

　本稿は デジ タル 著作権管琿 シ ス テ ム （DRMS ）に

お け る制度的ア ブロ
ー

チに つ い て 議論す る．特 に

情報技術 （IT）の 発展に伴うデジ タル 音楽 フ ァ イル

の 複製技術に 対応 し た ，パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ

（PC ＞を対 象機器 とす る私的録苜補償金制度 に つ

い て議論する t．最初に ．DRMS の フ レ ーム ワ ーク

を示す、、そし て PC の 大衆化の 現状 ，　 PC に よ る複

製技術 ．DRM 技術 （著作権保護技術）の 現状 を述

べ る cPC を対象機 器と した私的録音補償金方式

の 検討と総額試算を行 い ，著作物 ラ イフ サ イ ク ル

を考慮 し た共通 目的事業の 拡張案 を述 べ る 。 最後

に本制度 の 解釈お よび評価に つ い て 述 べ る、、

　 1998年度著作権産業規模を流通段階の 中間 マ ー

ジ ン等 を除外 し て 算出 し た結果は生産額 ベ ース で

30兆 4，330億円 ，付 加価値 ベ ー
ス で 10兆9，040億円

であり，国内総生産 （GDP ）481兆 3
，
120億 円の 2．3％

を占め た。この うち、音楽産業 （レ コ
ー

ド製作 ・製造

業 ，貸しレコード業，音楽出版業）の 生産額は8，550億

円 ，付加価値額は 2，260億円で あ っ た （CRIC ，2000）、

2002年3月の 時点で ．民生用 DCC 、MD ，DAT 等の 記

録媒体お よび録音機器 ，音楽録 音用CD −R レ コ
ー

ダ

には 蓍作権料徴収手段 とし て私的録音補償金が
一

括前払い されて い る 。 これらは ，原本か ら
一次限 り

の 複製 を許す SCMS （Serial　Copy 　Management

System）方式対応 を前提 と して い る r こ れ らの デ

ジ タ ル 録 邑機 器に 組み込 まれた SCMS 方式は 複製

媒体か らの 二 次複製は不可能だ が ，原本か ら　・次

複製は 無制限に 行 う こ とがで きる．．、こ れ らの デ ジ タ

ル 録 畜媒体の 中で MD （Mini　Disc）は カセ ．
ソ トテ ー

プ の 代替版 と して の 位嵩づ け を確立 し つ つ あ る、，

街の レ コ ー ドシ ョ ッ プ で は デ ジ タ ル 録音媒体 と

して ．よ くMD とCD −Rが 並ん で 売 られて い る c

　現 在 ，PC を利用 し たデ ジ タ ル
．
音楽 フ ァ イ ル 複製

が爆発的に 普及 して い る t）しか し ，イ ン ターネ ッ

ト経 由に よ るデ ジ タ ル 音楽 フ ァ イル の 私的 複製，

そ し て PC に接続 し た汎用 目的の CD −R／RW ドラ イ

ブ等に よ る私的複製に 関 し た著作権 微収の 社会的

仕組み がな い 、、

　著作権ビ ジネ ス と し て ，複製防止技術を利用 し

た デ ジ タ ル 音楽フ ァ イル 暗号化に よ る配布 が実 用

化 されて きた。Micmsoft 　Media 　Pla、・er をは じ め と

して T 無償デ ジ タ ル 音楽 ソ フ トウ ェ ア が無償配布

され て い る。一
方で ，携帯用 デ ジ タ ル 音楽ブ レ

ー

ヤ
ー業界では 、複数の 複製防止技術 を導入 し た IE

縮方式が採用 されて お り，乱立状態で あ る／t

　米国 大手 レ コ ー ド会社 は ，RIAA （Recording

Industry　Association　of　America）を通 じて 1999年

12月にNapsterを著作権侵害 と数億 ドル の 機 会損

失を基 に起訴 し た 。ピア ツ
ーピ ァ シ ス テ ム で あ る

Napsterの IE式開放か ら 14ヶ 月後，2000年 10月末

の 時点で 登録会 員数は全 世界で 3，800万人 に達 し

た 、Napster事業の 榜作権侵害 に つ い て は ，2001

年2月 12目付け の 控訴審判決で ［利用者の 音 楽著

作権侵害行為 を意図的に 助長 し た」と して確定 し

た uNapster に は著作権 f・1』き音楽の 交換 を阻止 す

る義務が 課せ られ ，3月2日には 自主的に 著作権付

き音楽 フ ァ イル の フ ィ ル タ リ ン グ 用 ソ フ トウ ェ ア

導人 を開始 した．3月6H に は 北 カ リ フ ォ ル ニ ア連

邦地裁より，レ コ
ー

ド会社が指定 し た楽曲 フ ァ イ

ル に つ い て 3囗以内に Napsterの 中央デ ィレ ク ト リ・

サ ーバ 側で 該当楽曲の 索引削除を行 い ，利用者の

ダウ ン ロ
ー

ドを遮断する措置 を取 るべ しとの 仮処

分命令が下 され ，レ コ ー ド会社に 賠償金を払 うこ

と に よ り，
一応の 終結を見 た。

　Schlachter（1997）は ，イ ン タ
ー

ネ ッ ト利用 ・者に

よる著作権軽視傾向の 6つ の 理 山をあ げて い る。
・デ ジ タ ル 情報の 複製は極め て容易に 行え る。

・複製 に よる品質劣化は ほ とん ど存在せ ず 、オ リ

　ジ ナ ル 人手の 便益が 少な い 、t

・
複製あるい は配布に おける限 界費用はほ とん ど

　ゼ ロ で ある （こ とを知 っ て い る），
・匿名に よる フ ァ イ ル 操作が

一
般 的と な っ て い る 、

・再生 用 ソ フ 1・ウ ェ ア （Media　Player，　Winamp 等）

　が無償で 配布 されて い る。

・
イ ン ター

ネ ッ トにお ける著作権に つ い て利 田が

　十 分な教育を受 ける機会が な い 一t
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2 。デ ジタル 著作 権管理 シス テ ム （DRMS ）の フ

　 　レ
ー

ム ワ
ー

ク

　本稿 は デ ジ タ ル 著作権管 理 （DRM ： Digital

Rights　Management ）を「デ ジ タ ル 著作物の 複製

に よる収益 を確保するため に複製防 1ヒ技術を含む

情報技術の 活川 に より、権利者情報 ・使用履歴 ・

支払い 情報 を統治す るf1：組み」 と定義する ． その

た め に 利用 され る技術 をDRM 技術 と rl乎ぶ 。 デ ジ タ

ル 著作権管理 シ ス テ ム Φ RMS ＞は ，デ ジ タ ル 著作

権管理 q）RM ）を実 現 するた め の シ ス テ ム で あ る

と定義する 。 DRMS は複製技術の 適用も考慮す る，、

本研究 はDRMS を社会制度 ，ビジ ネス モ デ ル ，契

約形態 ，情報技術 （複製技術 ・複製防 止技術）を 含

ん だ広義の 概念 と して用 い る。

　DRMS に お け る利害関係 者と し て ，権利者 ，権

利管理事業者 ，消 費者が考 え ら れ る （表一1参照L，
こ の 二者間に お け る著作権侵害問題 ある い は 利害

問題 の 解決の ため に ，DRMS は 技術方式 ，市場方

式 ，制度方式か ら成 る以下の よ うな解決策を提供

可能で ある （木村 ，
20  ユaD 、，

（1 ）技術方式

・DRM 技術の 高度化 ：不正なデ ジ タ ル 複製が 非常

　 に困難 とな る複製防 IL技術を確立する．

（2）市場方式

・取引費用の 削減 ：情報技術適用 に よ り．デ ジ タ

表一1　 DRMS に おけ る利害関係者

　ル 著作物識別化 、不正複製行為 モ ニ タ リ ン グ 、

　複製許諾交渉，契約締結 ，課金徴収 の 手順 を効

率化 ・自動化 し ，DRMS を事業化す る。

・ビジネ ス モ デル 確立 に よ る複製様式の 規範 化 ：

　デ ジ タ ル 著作物の 複製や転送を前提 とした ビ ジ

　ネ ス モ デル を確 立 し，契約に 基づ い た著作物の

　複製 ある い は転売 に よる収益の 確保 さ ら に権利

　者 へ の 配分 を行 う tt

（3 ）制度方式

・
不正複製行為に対する規制の 強化 ：著作権侵害

　関連行為を事前に 防止 し え る よう に 対象者を広

　域か つ 罰則 を厳格 にする c

・．．．・
括集中処理 にお ける事前課金化 ：私的録 盲補

　償金制度の 様 に 複製機器購人 段階で 事前に 課金

　処理 を行 い ，複製対価の 徴収と分 配を社会制度

　と し て組み込む 、，

　こ の DRMS フ レ
ーム ワ

ー一ク を図一1に 示す。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 製嬲
牾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M 　 th±，L．
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 三

』
灑 鰄

スハウス
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 技術方式 喝一1乳・一．＿．，t、

　　　　　　驚 夢こ瑠 賑 ∴認

∵ ll鹸三ll詳）

　 　
’tf ぬま

　 、：1難 レ 　 欄 正 。 。 の 保。 　 　1驚ツ
　 　 ・再 販 渉暖 　 ≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 廊 客 満 f

　 i・配 　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、’、E主鍛制 ．．
　 1

医
戸．、．．、

　 　 　 　 図一1　 DRMS フ レ
ーム ワ

ー
ク

権利者 権利管理 事業者 消費者

情報の 供給 連鎖 情報の 生産 情報 の 編集 情報の消費

情報の 解釈 私財 商品 文化財またはク ラ ブ財

利 用す る情 報技 術 複製防 止技術 複製技 術 ，複製 防止技 術 複製技術

IE当化の 論理 著作者権利と財産の 保護
産業創出 と事業 成長

　　 機会増大
技術発展 と社会構造変化

基 木的 な価値概念 芸術表現尊爾 と財産権 市場競争と産業発展 容易な複製 と情報共有

著 作権 保護の た め

に主 に適用 され る

　 　　方策

複製防止技術の 高度化に

　　 よ る事 前防御

　　　 （技 術方式）

ビ ジ ネ ス モ デル の 設計 と

　契約に よる収益配 分

　　　（市場方式 ）

法制度 に よる著作権侵害

　規制 と
一・

梧事前課金

　　　 （制度方式）
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枝術方式 によるDRM の 利点は次の ように示 され

る ： 1 ）デ ジ タ ル 複製機器の た めの部 品お よび

プ ロ グ ラ ミ ン グ用環境 を誰で も簡単に 入手 す る

こ と が で き，低費用で 試作品開発，技術革新 が

行 え る よ う に な っ た （創発性〉。 2）企業 間の 競

争に よ り，多様な要素技術が 開発 さ れ る （技術

的多様性）tt

技術方式に よる DRMS の 問題点 は以 ドで あ る ：

1＞どん な複製防 止技術で あ っ て も ト分な費用

と工数に よっ て同避 ・破壊が 可能で ある （絶対

技術不可能）。2 ）優れ た技術で あ っ て も消費者

か らの 選好が得 られず ，商取引 に結び つ か な い

技術は廃れ る （収益確保の 前提）。 3 ）消費者属

性や使用履歴 に 関する情報の 取得 と転送は ブ ラ

イバ シ ー侵害の 危険性が あ る （匿 名権 と情報 プ

ラ イバ シ ー侵害）。

市場方 式によるDRM の 利点は次の よ うに示 され

る ： 1 ）消費者の 自由な選択 に よっ て 有効需要

が生 み 出 され ，企業間競争に 反映 され る （選択

合理性）。 2）経済主体の 自律的 （利己的）活動

に より，企業利潤最大化 と経済的効率性が追求

され ，資源配分効率 ，生産効率、技術革新が 成

果 と して得 られ る （変化対応性、事業 モ デ ル 多

様性）。

市場方式 に よるDRMS の 問題点は以 トで あ る ：

1）特定な商習慣 の 効果範囲は限定 され る （効

果性の 限定 ）。 2）優れた ビ ジ ネス モ デ ル で あ っ

て も消費 者か らの選好が得 られず，商取引に結

　　　　 　　　　　　 　 表一2

び つ か な い 事業は廃れ る
一

方 ，消費者主権の 成

立 も困難で ある （収益確保σ）前提）． 3）公正配

分は 必ず し も達成で きず ，公共財の 運営 も困難

（市場の 失敗）。

制度方式に よ るDRM の 利点は次の ように示 され

る ：法的義務 によ る持続性 ，頑強性が あり，社

会性 の 面で 最 も強力な影響 力を持 ち ，作用範囲

が 広 い （社会性 、持続矧 ，頑強性）。

制度方式 に よ るDRM の 問題点は 以下で あ る ：

1 ）複数の 相 反す る制度 を1司時成立 で きな い

（多様性維持困難）。 2 ）権力関係 が反映 し や す

い （既存 利権重視）、 3 ）試行錯誤が で きな い

（即時変 1返困難）。

以 上 の 記述の 要約 を表一2に示す 。

3．DRM 技術 の現状 ：著作権保護技術

　多数の コ ン テ ン ツ を保持す る メ デ ィ ア 企業 は蓍

作物コ ン テ ン ツ商品 （著作物）の 複製行為 を制限

し た い 意向を根強 く持 ち，デ ジ タル 録音機器 メ
ー

カ ーに対 し て 強 く働 きか け て い る 。技 術者の 多く

が 情報技術 に よ っ て消費者に よる コ ン テ ン ツ 商品

の 不 IF．複製と配布の抑制が 可能で あ る と考 えて お

り，複製防止機構 ．暗号化 ，電 了透か し等の 複 製

防 止枝術 を開発 し て い る，」こ の 技術の 種類 と して

以 下 の 三種類 をあ げられ る （渡邊 藤 波，1998）。
・複製不 能型技術 ：暗号情報 ・制御情報の カ プ セ

　ル 化に よる複製防止

3方式の DRMS に お け る利点と問題点

DRMS 利点 問題点

技術方式

創 発性

要素技術の 多様性

絶対技術不可能

収益確保の 前提

匿名権 と情報 プ ラ イバ シ ー侵害

市場 方式

選択 合理性

変 化対 応性
ビ ジ ネス モ デル の 多様性

効果性の 限 定

収益確保 の前提

市場の 失敗

制度方式

社会性

持続性

頑 強性

多様性維持困難

既 存利権重視

即時変更困難
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・追跡型技術 ：複製は で き る が複製行為毎に電 子

　署名を行い ．経緯を追跡可能

・複製妨害型技術 ：コ ン テ ン ツ の 複製は で きるが

　低品質の 複製とな る

　一方 、DRM 技 術 は次の よ うに 三 分 類で きる

　（USC（：），1999）冂

・著作物の 複製 ラ イセ ン シ ン グ運用技術

・コ ン テ ン ツ の 配布技術

・
配布され る コ ン テ ン ツ の 複製制御技術

つ ま り，DRM 技術は 著作物の 複製許諾方法 を支援

する 技術で あ る と い う位置づ けで ある。DRM 技

術は ．暗 号化 ，認証技術 （デ ジ タ ル 署名），電 子透

か し，課金方式 ，ス ト リー ミ ン グ ，監 視追跡 が維

み合わ された管殫 技術で あ ると い えよう。例えば ．

MPEG −21に お け る マ ル チ メ デ ィ ア フ レーム ワ ーク

の 標準化活動では，DRM 技術をIPMP （lntellectual

PropeaS’　Management　and 　Protection）と同義 と定

義 し，幅広 い ネッ トワ ークや装胃 にお い て ，デ ジ

タ ル コ ン テ ン ツ に 対す る継続的で確実な管理 と保

護 を可能 に す る 方法 の 慄 準化 を 目指 し て い る

（Koenan，2001）。

　ソ フ トウ ェ ア ア ーキ テ ク チ ャ と し て の DRM 技術

は ，デ ジ タ ル 保護 コ ン テ ナ と所有者用ビ ュ ア ーに

よっ て 実装 され る 。
デ ジ タ ル 保護 コ ン テ ナ は 、デ

ジ タ ル 作品 の 暗号化 と所有・者用 フ ァ イル 書式に よ

る カ プ セ ル 化に よ っ て 作成 され る．権利 者はデ ジ

タ ル 保護 コ ンテ ナへ の ア ク セ ス 権限 ル
ール （課金要

件，利用 時間制限 ，与信照会等）を設定 で きる。こ

の カプ セ ル 化された フ ァ イル 書式 は所有者用ビ ュ

ア
ーの 利用に よ っ ての み開くこ とが で きる。

　DRM 技術 ベ ン ダ
ー

であるlnterTrust　Technologies

社は DRM 技術の 主 要特許 の 大半を既に 得 て い る

（DRM に関する全特許 30の内，22を取 得）。こ のDRM

技術 は ，Adobe 　Systems社等 も†采用 し て お り ，例

えばpdfフ ァ イル とAdobe 　Acrobat　Readerに も利 用

され て い る 。また ，M ｛crQSoft 社は ，DRM 技術 と

Windows 　XP の 統合化実装 に つ い て 、　 InterTrustよ

り特許侵害として起訴 されて い る （2002年3月現 在 ）L

　 し か し なが ら ．完 全 で究極的なDRM 技術は恐

らく存在 しな い こ と ．非常 に高度な技術の 場合に

は逆 に解読 自体に 大変 な工 数が必要 とな る こ と ，

さらに は技術導入費川 の 回収 が で きな い 可能性に

つ い て も理 解 をし て お く必 要が あ る。DRM 技術の

効果 と限界は 以下の よ う に まとめ られ る。

・DRM 技術が高価か つ 複雑な メ カ ニ ズ
’
ム で あれば

　あ るほど，コ ン テ ン ツ が 不正複製 され る可能性

　は少なくなる、t

・もし ，DRM 技術の 導入が 高価過 ぎた場合，保護

　された コ ン テ ン ツ によ る収益が黒字 とな る保証

　 は な い n

・より強力なDRM 技術は ，「卜場価値が高い 作品の

　み を保護す る た め に利用 され るよ うに な る，、

・多数 あるDRM 技術は非常 に効果的なもの で あっ

　て も，絶対確実性 をもた らす もの は存在 し な い
。

・
十 分な τ 夫 と投資に よ っ て ．い か な る プ ロ グ ラ

　 ム コ ードも破壊可能で あ り，あ らゆ る保護機構

　 も侵害 凵∫能で あ る ，

4 ．私的録音補償金制 度 と共通 目的事業

　1993年6月1H より施行 された私的録音補償金制

度 は ，
一
把握 が困難 で か つ 大景 ・口常 的に行われ

る私的録音の 性質を踏 まえ，権利保護の 実効性 と

利用者の 便宜 との 調和 を図 るため に 設け られ た」

と されて い る tt
　 SCMS 方式対応デ ジ タ ル 録音機器

とそ の 録音媒体 を主な対象 とする 。 そ の た め の 著

作権法
一
都 改正 は以下の 通 りで あ っ た 。

・著作権と著作隣接権 を1司．一
の 団体 （指定 管理 団

　体）に より、集中管理する b

・指定管理団体は個々 の 権利者の 意思に か か わら

　ず，法律 一ヒ当然 に権利 者全 て の 権利 を行使で き

　 る 。

・補償金 の 請求 ・支払 の 特例 と し て ，実際の 利用

　行為 の 先立 つ 機器 ・記録 媒体の 購入 時点で の 支

　 払を認 め る、，

・第二 者た る製造業者等に協力義務 を課す ．

・補償金の 分配に 関 し ，共通 日的事業 へ の 支出を

　 義務 づ け る L／
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デ ジ タ ル 著作権管理 シ ス テ ム （DRMS ）に お け る制度的 ア プ ロ
ー

チ の 研究

　指定管理 団体 で あ る私的録 当
：

補償金管理 協会

（sarah ）発行資料 に よる と ，「「技術」と 「著作権」

の 共存 ．こ の テ ーマ を追 い 求め ，到達 した
一・

つ の

結論が ，デ ジ タ ル 録 音を対象 と し た 1私的録音補

償金制度 」」と位置づ け て い る。そ の 目的は ，「利

用者各 人が芸術 ・文化活動 を支え て い く こ と」で

あり，「芸術文化 を創造 するた め の よりよい 環境

を整 えて い くた め に 補償金が存在 して い る ， 誰 も

が創造 的な 音楽 を楽 し む こ と が で きる そ の ため

の 補償金」と解説 して い る。私的録音補償金制度

は ，著作物の デジ タ ル 化 と著作権制度の 国際化に

対 応 した現 実解 の 一
つ とい えよ う　 （ドイ ッ が

1965年に補償金制度を導入 後，欧 米諸国で椙次 い

で導入 され ，囗本 を含めて 22 ヶ 国で採用）．

　sarah 構成団体 は ，社 団 法人 音楽著作 権 協会

（」ASRAC ：著作権者 を代表する団体），社団法人 日

本芸能実演家団体協議会 （芸団協 ：実演家を代表

す る団体 〉，社団法人 日本 レ コ ー ド協会 （RIAJ：

レ コ ード製作者 を代表す る団体）で ある 。 sarah の

活動 目的は以下 の 3つ で あ る、

・著作権者 ，実演家お よび レ コ ード製作者の た め

　に ，私的録音補償金か ら受け る権利を行使 し ，

　メ
ー

カ
ーを通じて利用 者か らの 私的録音補償金

　支払い を受領 ，権利者に適正 に分配す る。

・支払われた私的録音補償金 の
一

部に よ り，権利

　者全体の ため の 事業 （共通 目的事業）を実施す

　 る．）

・．ヒ記の 事業 を通 じて ，文化の 発展に寄与する。

　購入時にお ける利用者か らの 包括的な
一

囘限 り

　の 支払 （一括前払い 方式〉に よっ て受領する補

　償金額はsarah が定め ，文化庁長官が認可する、，

　平成 13年度 に お け る私 的録音補償 金 額は 以下

　で あ る．，

・デ ジ タ ル 録音機器 ：標準価格 か ら得 た 基準価

格 （カ タ ロ グ表示価格 σ）65％ ）の 2％

　 （1，000円が上限 と定 め られて い る）

・デジ タル 録音媒体 ：DAT ，　 DCC ，　 MD ，音楽録

音用CD −R／RW にお け る標準価格か ら得た 基準

価格 （カ タ ロ グ 表示価格の 50％）の 3％

∴ 蘿馨 鞭 1
　　　。漏 。 委託 。。 ．

記。

．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 媒体の 代　 　 　 1

i共 通目 的事業へ
・

　 の 支出

　 ・2対
一一一一

醸

匯『
二

凵
．↓

レ コ
ー

ド製作者

補償 金の 分配

金
の黷

払

金

を

支

日本芸能実 溝家

団体協議会

実海

　 　 お あ

昆
・

翻
著作 権者

利　用　 者
．

；文 化庁文化 部著作権課 、「著作権 法の
一
部改正 〔私的録音・録 画関係 〕に つ い て」、

　 ジ ュ リ ス ト、P55 ・bY、N。1023 、199361 、有斐閣 、1gg3年 を参考：1

　　　　 図・2　私的録音補償 金の 流れ

　私的録音補償金にお い て
一一

定 額 を権利者 の 共通

利益 にな るような事業 （共通 H 的事業〉の た め に

使用 （分配） しな ければ ならない こ とが法律上 規

定 されてお り，そ の ため の 支出割合 卜限は 20％ で

ある （平成5年政令第147号）。共通 目的事業 は以下

の 二 種類に大別 され る、

・著作権お よび著作隣接権 の 保護 に 関する事業

　（著作権保護事業）

・著作権の 振 興お よび普及 に資する事業 （芸術文

　化の 振興事業 ）

5 。PC の 大衆化と 自作化 ：複製技術 の普及

　電子 情報技 術産業 協会が 発表 した2000 年国内

メ
ーカ ー17社 の パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ （PC ）国

内出荷台数は 前年に比 べ 25％増 の 約Ll55万 台で

あ り，初め て 千万台を超 えた 、1唱荷金額 は 前年よ

り11％多い 2兆 1
，
052億 円で 初の 2兆円を記録 し た。

完成品PC には大抵の 場合 ，ス テ レ オ ス ピーカ ー

が付属品と し て 用 意 され て い る。

　完成品 PC が大衆化 し た…方 で ，自作 PC利 用 者

も全国的に増 えて い る。白作PC は 一時の ブ
ー

ム か

ら人気が定着 して お り，PC 専門雑誌 は 自作 PC に

つ い て 常に 多くの紙 面 を割い て い る／．t 今では量 販

店 で も自作 PC コ ーナ ーが 常備 されてお り，イン タ

ー
ネ ッ ト通販 で も簡単に PC バ ーツ が人 手で き る

よ うに な っ た 。

　PC を構成 するパ ー
ツ の イ ン タ フ ェ

ー
ス は 標準化
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されて お り．適当なCPU （中央演 算処理 装1嵳）．マ

ザ
ー一

ボ
ー

ド，メ イン メ モ リ．ビデオカード、ハ ード

デ ィ ス ク ，サ ウ ン ドカ ードを購入 して紐立 てれ ば

良い ，．PC と して安定 稼動す る ため に は パ ー一
ツ ご

との 相性 と適 切な組立 手順を知 る必 要 が ある が ，

こ れ らの
・
陦報 もPC 専門誌 や関連 ウ ェ プ サ イ トか

ら簡単に 入手で きる，

に 永続的 に 保存 し て ，デ ジ タ ル 情報の 読み込

み ・書き込みがで きる 。

・
ネ ッ トワ

ーク機能 ：通信 ソ フ トウ ェ ア を利川 し

て ，イ ン タ ーネ ッ トに 接続 された他 マ シ ン の ハ

ー ドデ ィ ス ク （1−ID）−Lに あ る フ ァ イル を ダ ウ ン

　ロ
ー

ドし ，自 マ シ ン の IID上．に 複製する こ と が

　叮能．．そ の 逆の ア ッ プ ロ …ドも
．
凵∫能。

5 ． 1　 PC によ る複製技術の 特性 5 。 2　 メ デ ィ ア 変換 ・再生機能

　PC は デ ジ タ ル 複製機器 と し て 、次 の よ うな物

理的 ・論理 的特性 をもつ ．

・拡張性 ：標準化 された モ ジ ュ ラー一
ア
ーキテ ク チ ャ

　に より，個人 の 要請 に 応 じ て 取捨選択す る コ ン

　フ ィグ レ
ーシ ョ ン （構成設定 ）が物理的 に可能

　で ある。処理 速度の 向 L、記憶容量の 増大に よ

　る機能拡張に加えて ，さまざまな メ デ ィ ァ 装置

　 を統合化 し た 複製機器 と し て 利用で きる ，

・利用 容易性 ：デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 複製の た め の

　ツ ール と して拡張装置の構成設 定 と調節 をグ ラ

　フ ィ カ ル に操作で き る／t

・編集 可能性 ：適当な ソ フ トウ ェ ア の イ ン ス ト
ー

　 ル に より、あらゆ る メ デ ィ ア に おけ るデ ジ タ ル

　情報の 入 力，フ a 一
マ ッ ト変換 、デ ジ タ ル コ ン

　テ ン ツ の 編集 ，デ ジ タル 圧縮 ，出力が可 能 とな

　 る t．／

　 こ れ ら の 特性 を持 つ デ ジ タ ル 複製機器 PC の 機

能分類 を試み よ う tt 本稿で は ，以下 に 示す3つ の

機能 を抽 ［

［1「F した 。 メ デ ィ ア 変換 ・再生機能．ス ト

レ
・一ジ機能 ，ネ ッ トワ

ー
ク機能で あ る。

・
メ デ f ア 変換

・・再生機能 ：原本と し て の デ ジ タ

　 丿し媒f本 （CD −R／RNV等〉か ら，C⊥）−R／R“ i ド ラ イ

　ブ等 を利用 し て 新たな物理 媒体 〔cD 等）にデジ

　 タ ル 複製が uf 能．，デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の フ ォ
ー

　 マ ッ ト変換ソ フ ト ウ ーr ア 利用 に よ る情報庄縮 し

　 た フ ァ イ ル の 作成 と 冉生 が 可能 tt

・ス ト レ
ージ機能 ： さ ま ざまなデ ジ タ ル 悋報 を フ

　 ァ イル 形式で ．内蔵 または外部接続 し た記憶装

　置 （ハ
ードデ ｛ ス ク 、光 磁気 デ ィ ス ク ドラ イブ）

　PC に 増設可能な メ デ ィ ァ 変換機器 （ドラ イ ブ）

と し て 以下が あげられ る 、

・DVD 　（Digital　Video　Disc）、　
・CD −ROM ド ラ イ

ブ， ・ビデオ キ ャ プチ ャ カ ー ド ・サ ウ ン ドカ ー

ド．　・ス ヒ ー一カ ー，　・IEEE1394 イ ン ダ フ ェ
・一

ス

カ ー ド （ビデ オ 向け デ ジ タ ル デ
ータ伝送）， ・デ

ジ タ ル ▽TR （Video　Tape　Rec⊂〕rder ）等

5． 3　 ス ト レージ機能

　PC に増設 II∫能な ス ト レ
ージ機器 （ドラ イ ブ）と

し て 以 ドが あげ られ る 。

・CD −RIRW ドラ イブ ．・ハ
ー

ドデ ィ ス ク （HD ），

・リ ム ーバ ブ ル ド ラ イ ブ （FD ，
　Zip，　 MO ，　Jazz，

DX，T）−RAM ），・メ モ リーカ
ー

ド等

5 ． 4　 ネ ッ トワ
ー

ク機能

　PC に 増設 可能 な ネ ッ トワ
ーク機器 と し て 以 ト

が あげ られ る。

・LAN （通 信）か
一

ド．・ア ナ ロ グ囲線 モ デム ，

・ISDN 回線用 ターミ ナ ル ァ ダ プ タ等

　PC をイン タ ーネ ッ トに接続 す る こ と に よ り ，他

PC （ま た は サ ーバ ）が保有する フ ァ イ ル を検索 し ，

複製す る こ と が で き る 。特 に PC 利 用 者同 上が通

信 し ，情報交換や フ ァ イル 相互 複製 を可能 とす る

ネ ッ トワ ・一ク 構成 は ピ ア ツ
ーピ ア （P2｝）

） シ ス テ

ム とIT乎ばれ る。　 Napsterは P2P シ ス テ ム の 1つ で あ

り、中央デ ィ レ ク ト リ ・サ ーバ に接続 し た 利 用者
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デ ジ タル 著作権符理 シ ス テ ム （DRMS ）に お け る制度的ア プ ロ ーチ の 研究

PC 同十で特定の 書式の 音楽フ ァ イル を検索 ・複

製がで き，Napster　Clientソ フ トウ ェ ア 自体 で 音

楽 フ ァ イル 再生 もで き る 。

　中央デ ィ レ ク トリ
・サ ーバ が存在 しな い P2Pシ

ス テ ム と し て ，Gnutellaや FreeNetが有 名で ある．，

Gnutellaは各PC に イ ン ス トール された Sewent の

起動に よりイ ン ターネッ ト Lに利用 者PC間 ネッ ト

ワ
ーク を作成 し ，利用者PC か ら利用者 PC に 検索

該当 フ ァ イル が見つ か るま で検索要求が転送 され

る，Gnutellaに は ，Napster社 の ような基幹企業 は

存在せ ず ，中．央デ ィ レ ク ト リ
・サ ーバ が存在 し な

い た め に 規 制 や 根 絶 は 極 め て 困 難 で あ る 。

GnutellaはNapsterと異な り ，音楽 フ ァ イル に 限

定せ ず ，あらゆ る書式の フ ァ イル に も利用で きる、．

し か し ，フ ァ イル 転送に httpを用 い る た め に送信

元は特定で き る 。 FreeNetは ，複製 要求の あっ た

フ ァ イル をFreeNetネ ．
ソ トワ

ー
ク 経由の ノ

ー
ド

（サ ーバ また はPC）毎に 自動複製する機構を持つ
。

一
度FreeNet　l／に 登録 された情報 の 強制削除は 論

理 的に 不可能で あ り、著者また は利用者が望む場

合 ，匿名の ままで 情報蓄積され ，該当 フ ァ イ ル 位

置 と送信元 を特定す る こ と もで き な い 、．

5 ． 5　 PC と専用デジタル 録音機器 との相違

　これ まで の 記述か ら，汎用デ ジ タ ル 複製機器 と

し て の PCの 特徴は以下 の よ うに示 され る、

・グ ラ フ ィ カ ル ユ ーザー
イ ン タ フ ェ

ー
ス （GUI ）を

汎用的に操作で きる 、

・物理 的モ ジ ュ ラ
ー

ア
ー

キ テ クチ ャ か ら，個 人の

要請 に応 じ て 取捨選択する コ ン フ ィ グ レ
ーシ ョ

　ン （構成設定）が可能 。 部品交換 に よる情報処理

速度向一Lもで きる、

・さまざまな メ デ ィ ア を接続 して利用 するため の

　デ ジ タ ル 複製管理 ツ
ー

ル とな る 、、

・
イ ン タ

ー
ネ ッ ト接統か ら の フ ァ イル 複製に よる

デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ 入手経路は 膨大 で あ り ，そ

の検索 と 複製手順は 極めて容易で あ る 。

・Napster以 降，さ ま ざまな P2P シ ス テ ム の 構成

　 ソ フ ト ウ ェ ア が無償配布 され 、PC 利用 者同一L

　に よるフ ァ イル 相互複製行為が一・層 ，身近に な

　 っ て い る ，、

　上 記 の 待徴をも つ PC と専用 デ ジ タ ル 録音機 器

の 差異 を利用容 易性 ．拡張性 ，編集可能性の 3つ

の 視点か ら以下 の よ うに記述で きる ．

・利用容易性 ：PC は専用 デジ タ ル 録 音機 器 と異

　な る汎用機 で あ り，さ ま ざ ま な デ ジ タ ル 情報処

　理 を行 う計算機 で あ る ，、GUI の 利用に よる操作

　方法の 習熟 は容易で あ り，統
一

され て い る。

・拡張性 ：適切な メ デ ィ ア装置を接続 しない 場杏，

　PC は デ ジ タ ル 録 斉専川機 器 と同等 の 機 能 を持

　ち得な い 。だ が ，メ デ ィ ア 装置 （ド ラ イブ）接

　続は い つ で も可能で あ り，メ デ ィ ア装i　 tft続の

　組み 合わせ 方は極めて 多彩で ある ．

・編集 凵∫能性 ：適 当なソ フ トウ ェ ァ をイ ン ス ト
ー

　ル しな い場合 ，デ ジ タ ル 情報の 入力 ，フ ォ
ー

マ

　 ッ ト（書式）変換 、デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ の 編集 ．

　デ ジ タ ル 匡縮 ，出力 はほ とん ど不可 能で あ る 。

　し か し ，該当す る ソ フ トウ ェ ア の イ ン ス ト
ー

ル

　は い つ で も可能で あり．機能追加で きる／t

6 ．PC を対象 とした私的録音補償金制度

　汎 用 デ ジ タ ル 複製機器 で あ る PC を対象 と し た

私的録音補償金 の 課金 方式 を検討す る際 に
，
2通

りの 考え方が ある、機能利用別 課金と単体別 課金

で ある，、すなわち，メ デ ィ ア 変換 ・再生機能 ，ス

トレ
ージ機能，ネ ッ トワ

ー
ク 機能に それぞれ課 金

PC を対歙　
’

　 とした

　 私的録音 　 …

：補償金課金

　 方式

一 一

繍総 毘
ス 騰 黻

蔑 灘謝
勅 階 黻

ミr総
離 統含化 に齦

一 完成 品，c別

図一3　 PC を対象とした私的録音補償金課金方式の分類
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す る か ．完成 品 PC 自体 に課 金す るか の ど ち らか

で ある，図一3に示す ように課金方式は 10種類 に分

類で き る ． それぞれの 課金方式に お ける特徴 と問

題 を以下に述べ る 。

6． 1　 CPU 別課金方式の特徴 と問題

・特徴 ：CPU 単位で 購入時に
一

律課金 で き る ，， 自

作PC ，　 PC と同等の 機能を持つ 他デジ タ ル 複製

機器に 対 し て も著作権料を事 前徴収 で き る ．．現

行私的録 肖補 償金 制度か ら論埋 的飛躍 が あ る tt

復数 CPU 搭載ロ∫能な PC の 拡張性を考慮 し て い

る、

・問題 ：記憶装置で は な く、演算処理装置で ある

CPU に 対 し て録 音補償金 の 事前課金 を行 う妥当

性の 解釈。CPU の演算処理機能に まで私的録 音

補償問題 を適 用す る の は無理 が ある 。CPU −ID

（識別 子）付 与の た め に CPU の 1士様変史に まで

大 きな影響を
fJ・え る可能性が ある 。

6e　 2　 サウン ドカ
ー

ド別課金方式の 特徴 と問題

　書込機 器 を対象に し た現行私 的録音補償金制

　度の 自然な延長と い える 。

・問題 ：デ ジ タ ル 複製媒体と し て の CD −R／RW は

　他の リム ーバ ブル メデ ィア であるMo ，　Zip，　Jazz，

　 メ モ リ
ー

カ
ー

ドあ る い は11D自体 と同等の 機能

　を持 つ ．他媒体 との 区別 の 定義づ けが問題 とな

　 る．、

　 cD −RW ド ラ イ ブ別課金方式に つ い て の 特徴 と 問

題 は ，HD 別 や メ モ リ
ー

カ
ー

ド別等の 課金 h
’
式に

お い て も1司様 で あ る．

6 。 4　 1Pア ドレ ス別課金方式の特徴 と問題

・特徴 ：次期 イ ン タ・一ネッ トフ ロ トコ ル 規格 IPV6

利用 によ っ て PC 以外の あ らゆ るネ ッ トワーク接

続機器に もipア ド レ ス を振 り分け ．接続時に
一

律課金で きる Lt

・問題 ：事前課金の ため にTPア ドレ ス を割 り当て

る必 要性の 正 当化 。 使用履歴 か ら の 課金 は ビジ

ネ ス と して成立可能だ が ，　 括 事前課金 とは概

念が 異なる．．．

・特徴 ：サ ウ ン ド カード単位で 購入時 に
．・
律課金

で き る ，、 例 えば ，光 デ ジ タ ル 端子付 きサ ウ ン ド

カ
・一

ドの み を対象機器する こ と で ，SCMS 方式

対応機器に限定 し た現行私的録音補償金制度 の

自然な延長 とな りえる，、

・問題 ： サウ ン ドカ
ー一

ド自体で 録 音は で きない た

め ，録音用媒体 と し て 見な すの は無理 が あ る。

対象に し た イ ン タ フ ェ
ー

ス 仕様は陳腐化する 可

能
’
目三が ある，．

6 ． 3　 CR −RIRW ドラ イブ ・媒体別課金方式の

特徴 と問題

・特徴 ：CD −R／RW ド ラ イ ブ完成品単位で 購 入時

に
一・律課 金 で きる．iドな る PC 利用 者で は な く．

CD ・R／RW ドラ イ ブ 利 用 者 に 限 定 し て 録音補償

金を事前徴収 で きる t一レ コ
ー

デ ィ ン グ用 cD −R

6． 5　 1SP登録 ID別 課金方式の特徴 と問 題

・特微 ：ISp （lnternet　Scrvdce　ProVicler）との 契約

時に新規登録 する利用 者ID （識別子 ）単位 に よ

っ て 補償金 が事 前に 一括徴収 される．，

・問題 ：短期間の 利用契約の 場合，毎回に 録音補

償金 を徴収 され る こ とに なる。メ
ー

カ
ー一

で はな

い ISPに私的録音補償金制度の 徴収義務が生 じ

る，．複数の PC を接続 し て イ ン トラ ネ ッ トを構築

す る利用 者に 対 し て 割増課金手段 が な い ．

6． 6　 ソ フ トウ ェ ア 登録 ID別課金方式の特徴

と問 題

・特徴 ：デ ジ タ ル 録音が可 能 とな る ソ フ トウ ェ ア

単位の ID （識別子） に よ っ て ．購人時に 補償金

を
一律 課金で き る。ソ フ トウ ェ ア開発会社が 補
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償金の 微収義務 を負う。デ ジ タ ル 録音機器種類

を特定 しな い ため に ，PC と同等機能 を持 つ

PDA （個人情報管理端末）や 情報家電 に も適用

で きる、

・問題 ：複製 を行 う ソ フ トウ ェ ア種類の 特定 が困

難 。
ソ フ トウ ェ ア は頻繁に バ ージ ョ ン ア ッ プ す

るため ．課金対象範囲の 設定が難 し い 、、

6 ． 7　完成品 PC 別課金方式の特徴 と問題

・特微 ：PC 完成 品単位 で 購入 時に一律課金で き

るため に ，ほ ぼ確実 に PC 利用者 か ら補償金 を

事前徴収で きる。現行私的録音補償金制度の 自

然な延長で あ り ，汎用 デジ タ ル 複製機器で ある

PCの 特性 を考慮 して い る。

・問題 ：PC と ハ ン ドヘ ル ドコ ン ピ ュ
ータ 、PDA ，

携帯電話，ゲ
ー

ム マ シ ン ，情報家電等他機種と

の 区別 をど の よ うに定義づ け る か 。情報技術

（IT）の 進 歩に より，その 定義 は 陳腐化 されや

すい
．

する こ とによ り，二 重徴収の 妥当性が主張 で きよ

う，，

　 ネ ッ トワ
ー

ク 機能 に着眼 して ，IPア ド レ ス ，

ISP契約ID，ソ フ ト ウ ェ ア登録ID に 対 し て 私的録

音補償金制度 を適用 させ るの は 1
ソ フ トウ ェ ア の

頻繁な バ ージ ョ ン ア ッ プ に よる仕様変更 ，ネ ッ ト

ワ
ーク利用 と デ ジ タ ル 録音行為に つ い て の 関連性

の 解釈 に お い て か な り無理 があ ろ う 。

7ePC を対象 とした私的録音補償金総額の 試算

　PC を対 象と した私的録音補償金 にお け る課金

方式別 の 補償金総額の 試算を行 う．．．標準価格，基

準価格 はPC専門誌よ り抽出 し，年問生産量 ，年間

生産額 は社 団法人電子情報技術産業協会発表統計

より得 た t．今回は MCU （ワ ン チ ッ プ マ イ コ ン ）に

つ い て は種類に よ り，標準価格が大 き く異な るた

め に概算 を避 け た。端 子付 きサ ウ ン ドカ ー
ド年 間

出荷枚数デ ータ は不備で あり，除外 し た、，ソ フ ト

ウ ェ ア に つ い て もデ ータ 不備で あ り，除外 し た tt

6 。 8　 私的録音補償金課金方式の 組合せ 可 能性 7 。 1　 私的録音補償金総額試算の ため の 指標

　PC の 持つ 3機能 の 視点か ら 見れば，現 行の 私的

録音補償金制度 に おけ る対象機器と媒体は ，主に

ス トレ
ージ機能の 視点で 選択 されて きた とい える。

またデ ジ タ ル 録音機器は 、そ の 本体の み で 作動 II∫

能な完成 品 を対 象と して い る 。
こ の 延長 Lで ，

PC を対象 と し た私的録音補償金課金方式 を採択

す るな らば ，本体 と し て ス トレ ージ機能を持 つ 完

成品PC を対 象機 器 とする こ とに な ろ う 。 演算処

理装置 と し て の CPU を対 象 とす る の は 非常 に 大

きい 論理 の 飛躍 があ る 。 デ ジ タ ル 録音機器 と し て

の 完成 品 PC に おけ る対象録音媒体は ，オ
ー

デ ィ

オ録音用 媒体 の 延 長 Eと し て CD −R／RW が妥 当で

あ ろ う、そ の 場合の PC に は CD −R／RW ド ラ イブ が

必 須で あ り，これ も対象機 器 と な る。CD −R／RW

ドラ イ ブ 付 き の 完成 品 PC に つ い て は ，私的録音

補償金 の 二 重 徴収 とな るが ，1）C の 拡張性 を考慮

本稿で は以下 の 指標を導人 し た 。

・限界補償金額 ＝上限私的録音補償金総額 ÷ ある

　課金方式の 対象機器 また は媒体 の 出荷総数

・適 正限 界補償金額 ＝ 対象機 器基準価格× 0．02，

　ま たは ，対象媒体基準価格× 0．03

・適 正補償金総額＝適正 限界補償金額 ×対象機

　器 また は 媒体の 山荷総数

・千 円補償金総額 （複製機器毎補償金額 を上限千

　円 と した ときの 補償金総額）＝1，000円×対象

　機器の 山荷台数

　 E記の 変数 を用い た私的録音補償金課金方式別

総額一覧 を表一3に 示す。

完成版PC 以外 の 補償金課 金方 式はすべ て 隈界適

正補償金額 が千 円未満で あ り，千円補償金総額

算出の た め の 必要条件を満た さ な い 。
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表 3　課金対象別 私的録 音補償金総額試算結果

（国内） 完成版PC CD −R／RW ドライブ CD −R／RW 媒体 MPU

出荷育数 1
，
000 万台 L441万台 7億6

，
500万枚 8

，
000 万個

出荷金 額 2兆 1，052億円 1
，
500 億 円 693億円 700億円

標準価格 300，000円 40，000円 200 「q 30
，000円

某準価格 200
，000円 26，000円 100円 20ρ00 円

限界適正補償金額 4
，
000円 520 円 3 円 400円

適 正 補償金総額 400 億 円 78億 円 23億円 320億門

千円補償金総額 100 億円
『

7n　 2。私的録音補償金総額試算の評価

　 従来 の 私的録音補償金制度 と同率で 完成 品PC

単位販売価格の 2％ を私的録音補償金 と し て 徴収

した場 合に年間400億円の 徴収 が可能で あ る 、， こ

れは ，2000年私的録音補償金額約40億円 の 10倍に

当た る，，臼作 PC も私的複製補償金制度の 対象と

す る」易合は 、CPU （MPU ）あ るい は ，　 CD −R／RW ド

ラ イブ お よび CD −R／RW 媒体 を課 金対 象とす る こ

とが考え られ る。し か し な が ら．CPU （MPU ）は

汎川 演算川半導体で あ り，私的録音補償金の 課金

対象とす る こ とは妥当で はな い ．．

　 メ ーカーに よ り製造 され る完成品 PC お よびCD −

R／RW ドラ イブ を対 象機器 とす る こ と で ．現行の

複製機器上限価格 と料率 を当て はめれば 、年間 100

億 ＋78億円 （2000年国内生 産実 績）相当の 補償金を

徴収で きる．対象媒体 と して CD −R／RW を指定す

れば年問23億円 （2000年度生産実績）相 当の 補償

金 を徴収 で あ る。こ れ は デジ タ ル 録音媒体 をCD −

R／RW と限定 する こ とを意 味する、、

　現在の 料率 で 完成 品PC ，　 CD −R／RW ド ラ イ ブ ，

CD −R／RW 媒体 を課 金対 象 と し た 場合の 補償金 総

額 は200億円 （年間）に な る。 こ れ は200G年私 的録

音補償金額 の 5倍 に相当する 。

8 ．共 通 目的事業の 拡張案　著作物 ラ イ フ サ イ

クル の支援

　 PC を対 象と し た私的録音補償金に よ り 、現状

（年額約8億円）の 5倍以土の 予算規模 （年額40億円）

にな ると推定 され る共通 日的事業に つ い て 考えよ

う。著作権者 ・著作隣接権利者の 共通の利益 とな

る こ とを凵指す共通 日的事業 は ，大別す ると著作

権保護事業 ，著作権 の 振興および 暫及に資する事

業の 二 種類が行われ て い る 。

　PC を対 象機器 と し て 私的録音補償金制度 を拡

張す る の で あれば ，共通 囗的事業の 範囲 も拡大 し

える とい う考え方もで きる。本稿で は ，著作権利

者 ・著作隣接 権利 ・者が 著作物 の ラ イ フ サ イ ク ル に

関連 した説明責任を担 うこ とは著作権利者 ・隣接

権者の 利益 に もつ な が り ，文化 の 発展 に も寄与 し

える とい う考 え方 を提示す る，、

8． 1　 著作物ライ フ サ イク ル の 考 え方

　著作物の ラ イ フ サ イ ク ル に つ い て 考えよ う 。 ま

ず，著作者が 著作物 を創作 し た 時点で 白動的に権

利が 発生す る （無方式主義）。著作者 の 生存期間 お

よび死 後 50年閲 で保 護期 間 が満 」
’
す る一t著作 権保

護期間満了後は ，社会 に お い て 人 々 が 著作人格権

を侵害 し な い 範囲で 自由に利用で きる。
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デ ジ タ ル 著作権管理 シ ス テ ム （DRMS ）に お ける制度的 ア プ ロ
ーチ の 研究

「−ww − −
　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　

　
コ

　　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
［著作権保護期間満了 1

　　　　　　　　　　睡璽i亘
　　　　　　　　　　　　

・・…4：

図一4　著作物 ライフ サ イクル の モ デ ル

8 。 2　 共通 目的事業の拡張案

　 著作物 ライ フ サ イ ク ル モ デ ル を考 え る こ と によ

り．1ゆ りか ご」と 1墓場」期間 に お い て ．著作権

利者 ・蓍作隣接権利者 の 共通の 利益 とな る間接的

支援を行 う共通 目的事業 の 拡張案を示せ よ う，、本

稿は 次の 2つ の 共通 目的事業を提案す る n

・古典文化財の デ ジ タ ル ア ーカ イブ運営 。

・著作権保護期間を満 ∫した著作物情報の 公示機

　構．

8． 2 ． 1　 古典 文化財デ ジタ ル ア ーカ イ ブの

設立

　著作権がすで に存在 し な い 古典文化財と して の

日本文学 ・
古楽 ・芸能脚本な ど をデ ジ タル 化 し，

誰で もブ ラ ウザ等か ら検索 ・閲覧が可能な ア
ー

カ

イブを運営 し て い くこ との 文化的意義 は 大 きい 。

これは著作物が創作 され るため の 「ゆ りか ご」以

前の段階 と し て の ：ヒ壌を豊穣にす るため の 試み と

もい え る。し か し な が ら、著作権 ビ ジ ネ ス あ る い

は メ デ ィ ァ 事業 と して の 古典文化財デ ジ タ ル ア
ー

カ イブ は収益性の 面で 運営が 難 し い tt こ の 方面 に

共通 目的事業範囲を拡張 し て 積極 的に取 り組 む こ

とが考 え られ る、、

8 ． 2 ． 2　 著作権 ・隣接権保護期間満 了の 公

示機構

　著作権お よび著作隣接権の 保護期閥満 f に関す

る公示機構 は 、著作物 ラ イ フ サ イクル に お ける 「墓

場 1の 整備で あ り，文化財 と して の 再牛 を宣言 す

る場 と し て も機能 し え る。ある著作物の 著作権保

護期悶満了の 公示 は ，著作権者お よび そ の 委託 団

体におけ る説明責任で ある と拡大解釈 して み よ う n

こ の 解釈 によれば、著作権保護期間満了に つ い て

の 公示機構 を整備 して 運用する こ とが ，著作権者

の 共通の 利益 とな る。逆 に ，著作権保護期間終 了

につ い て の 情報収集 ・更新 ・保守 を著作権 ビジネ

ス （市場方式）の範囲で行うの は ，資金 面で かな り

の 負担 となる。例 えば私的録音補償金管理 協会を

運営する r・団体で 登録済み の 著作物に つ い て著作

権保護期間満 ∫を公示 し 、関連情報 に つ い て の 検

索機能 を提供する ウ ェ ブ サ イ トの構築 を共通 凵的

事業 と し て 実施す る こ とは 「文化の 発展 1 に寄 与

する もの と も考 え られよ う。

9 ．　 議論

　PC を対象 と し た私的録音補償金制度 （以
一
ド本制

度 と表記す る ）は 、PC 利用 者 はPC を用 い た デ ジ
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タ ル 録音 を私的範囲で 行 う た め の 権利 を私的録

音補償金 と して 支払 い ，PC 製造業者 は私的録 盲

補償 金を L乗せ して PC を販売 し，録音補償金 の

事前徴収に 協力する こ とが義務づ け られ る こ と を

意昧す る、

　 こ の 場 合に PC 利用 者は 正 当な対価 を支払 う こ

とで ，有限回 の 私的録音 （デ ジ タ ル 複製）を行 う

lE当な 権利を得 られた と解釈で きる。また ，有限

回の 私的デ ジ タ ル 録 音を 」∫能 とす る ハ ード ウ ェ ア

および ソ フ トウ ェ ア の 提供がPC 製造者に 義務伺
’
け

られ る こ と も必 要 とな るだ ろ う （SDMI （SeCure

Digita1　Music　Initiative）ル
ー一

ル で は ，音楽CD か ら

4 回の 私的デ ジ タル 録音が 可能で ある）。

　本制度 はすべ て の PC購入行為に対 して 補償金

が徴収 され る こ とに なる，，

　 こ の 際の 議論 とし て ，「私的録音の ため に PC を

利用 し な い 消費者に と っ て 、本制度は非常に 不公

平であ る」と い う意 見があ る 。 しか しなが ら，汎

用 デジ タ ル 複製機器 と し て の PCは 、今や デ フ ォ ル

トと して デジ タ ル 録音機能を持 っ て お り、利用す

る か 否か は消費者の 自山で あるが ，補償金 対象と

す るの が 妥当で あ る と思 われ る L 同様 の 議論は ．

f闥人演奏を録 音す るた め に 購入 す るMD に 対 し て

補償金対 象とする の は お か しい と い う議論で あ る ，

現補償金制度で も申請する こ と に よ っ て個人 へ の

返還が 可能で あ るが ．そ の た め の 費用 （時問 と工

数）の 方が 大抵は割高 とな り T 実際に 返還 を申請

する消費者は非常に稀で ある。

　最後に本稿 で提示 したDRMS フ レ
ー一ム ワ

ー
ク に

おけ る技術方式 ・
市場方式 ・制度方式の 視点か ら

本制度に つ い て の 評価お よび施行
’
に おける検討事

項 に つ い て述 べ る、、

9． 1　 DRMS 技術方式の視点による本制度の評価

　本制度 に よ っ て ，DRM 技術が絶対 的 に 有 効で

な い 場合に お い て も．事前に補償金徴収 によ っ て

最低隈の 権利者 に お け る財産権が 保証 され る こ と

にな る．、また ，本制度は DRM 技術に代表 され る技

術方式に よ る問題 点で あ る 「匿名権と情報 プ ラ イ

バ シ ー侵害」を解決す る可 能性が あ る。 つ ま り 、

PC 利用 者が PC 購入時に 私的録音補償金支払済み

で あるこ とよ り，著作権管理団体あるい は レ コ ー

ド産業 に よ るPC 利用 者 を対象と したオ ン ラ イ ン

常時監視拒否をTE当化 し ．プラ イバ シ ー
情報保護

権 をPC 利用者で ある
一．・
般消費者が 主張 し え る こ

と に 意昧 と価値 を見出す とい うもの で ある ， 本制

度の 施行に よっ て ．一般 消費者 （PC利用者）へ の

ア ク セ ス と情報管理機能 に つ い て は合法的制約の

正 当性 が
一

層確立 され るの で はな か ろ うか ．：

9． 2　 DRMS 市場方式の 視点による本制度の評価

　補償金の 分配を受け るため に は ，権利者は Sarah

構成団体の い ずれか との 私的契約関係が必 要と な

る、，市場方式の 視点か ら は ，私的録音回数に 応 じ

た補償金配分がな され る こ とが望 ま しい が ，その

た め に は究極的に は 全PC利用 者 にお け る私 的録

音履歴情報の 収集行為が 必要 とな り，それ事体に

莫大 な費用負掴が必要 とな る。し か しな が ら代替

f段 と して 、デ ジ タ ル 著作物 の 取引数 ある い は売

一L高の 比率に 応 じ た 補償金の 配分実施に つ い て は

検討する価値 が あ る だ ろ う，ま た ，すで に 世の 中

に 普 及 し て い る CD ・R／RW で は な く ．こ れ か ら

利用 が 見込 まれ るDVD −R／RW を対象 とす る媒体

とす る こ と も考え られよう。

9． 3　 DRMS 制度方式の視点による本制度の評価

　本制度は DRM 技術 に社 会
’
性を与え ，権利 者に

対する
一・

定の 収益確保を社会的に 保証する こ と が

で きる．制 度方式の もつ 問題点で あ る即時変更匪1

難へ の 対策 と し て ，期隈つ き立法 とする こ とも検

討す る価値が あ ろ う 。
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